
津市こどもまんなか社会実現会議について

資料３



総合会議

こども・若者、子育て当事者が集まり、
総合的な視点からこども・子育て施策に

ついての議論を深めます。

こども会議
小中学生と高校生年代の

こどもが、津市のこども施策につ
いて、意見を出し合います。
メンバーは公募により決定し、
夏休み期間中に開催予定。

事業推進会議
メンバーが自由に出入りし、
具体化が想定される事業や
政策テーマによって、

さまざまな形で事業を推進する
変幻自在な組織です。

市政に意見を反映し、「こどもまんなか社会」を実現

▶ こども・若者、子育て当事者の意見表明のしくみ



事業推進会議 ▶ ２つのテーマが進行中

古くなった旧社会福祉センターを取壊し、
お城公園の南東にある児童広場を
お城（石垣）を活かした新しい遊び場にする。

お城公園こども遊び場づくり事業

旧社会福祉センター

お城公園

津警察署

交流イベント
エリア

駐車エリア

キッズエリア

キッチンカー
エリア

久居中央スポーツ公園内プールを廃止し、
こどもが遊びを創造し「出来た」が体験できる場、
こどもが中心となり新たな人のつながりを生む場
へと再生する。

久居こどもの遊び場づくり事業

交流イベント
エリア

駐車エリア

キッズエリア

キッチンカーエリア

事業推進会議での意見をもとに令和７年度中に基本設計を構築



駐車場

2,200㎡

6,740㎡

① プレーパークゾーン
（木陰による日除け対策）

② わいわいゾーン

③ じゃぶじゃぶゾーン

④ デビューゾーン

傾斜面

大きな
築山

桜並木

＊新しい遊び場の要素を表したイメージです

駐車場

Ｂ 乳幼児エリア

ぐるっとロー
ド

活動小屋
屋外トイレ

パークセンター
キッチンカー
出店可能エリア

シンボル

築山トンネル

Ａ フラットエリア

木陰
エリア

【久居】事業推進会議が提案する整備イメージ（配置案）

桜並木

大屋根（日よけ対策） 大
きさ・形未定

①

②

③

④



【久居】各ゾーン・エリアの概要・遊び場の理念

ゾーン・エリア 概要

① プレーパークゾーン
こどもが自分で遊びを創造し、自由に挑戦・失敗でき、自然とふれあ
いながら遊べるゾーン

② わいわいゾーン こどもが成長に合わせて遊具などを使って遊べるゾーン

Ａ フラットエリア 走ったりボール遊びをしたりできる開けたエリア

Ｂ 乳幼児エリア 屋外で乳幼児が遊べるエリア

③ じゃぶじゃぶゾーン 水遊びができるゾーン

④ デビューゾーン 車輪が付いた乗り物の練習ができるエリア

提案いただいた整備イメージを元に、基本設計を実施

久居こどもの遊び場づくり事業が目指す遊び場の理念

地域全体で、こどもの豊かな成長を育む遊び場を共につくります
⚫ こどもが主役となり、自ら遊びを創造し、自由に挑戦・失敗できる環境を大切にします
⚫ 四季折々の変化に富んだ自然とふれあいながら、五感を使ってのびのびと遊べる場とします
⚫ こどもを中心に、保護者、地域住民、世代を超えた人々の交流が生まれる、開かれたコミュニティの場を目指します
⚫ 地域と行政が連携しながら、共にこの遊び場を「育てていく」プロセスも大切にします



令和７年度 令和
８年度

令和
９年度

令和
１０年度９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

事
業
推
進
会
議

管
理
運
営

基
本
設
計
等

解体工事
実施設計

整備工事

久居こどもの遊び場 整備スケジュール

整備イメージを反映して
基本設計（案）を作成

事業推進会議の意見を踏まえ
基本計画（案）の微修正・完成

～3/25

基本設計業者が参画
設計に係る意見調整

遊びのかかわり方、遊びの活用について検討

基本設計業者が参画
設計に係る意見調整

施設全体の管理運営内容の検討

サウンディング調査

9/12～10/24
参加申込

11/4～12/5
サウンディング実施

施設管理運営
事業者の公
募・決定

プレーパーク
運営団体の
公募・決定

オープン
準備

オープン
準備

連
携
協
議

市
へ
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
提
出

9/4

事業者参入、
遊びに関わる
団体等との連
携の
条件整理

事業推進会議
の意見・サウ
ンディング結
果を反映

プレーパークの運営団体設立に向けた検討 ※運営団体は事業推進会議から派生した団体

参入意向が
ある事業者か
ら意見徴取



トイレ

親水エリア
（噴水・ミスト）

砂場

天守
小天守 本丸南石垣

月見櫓

本丸

埋門

ピクニックエリア
（天然芝）歴史・学習エリア・

フォトスポット
（天然芝）

天然芝

＜おもいやり駐車場＞
・アナウンスの声がでる
・１台のスペースが広い

＜トイレ＞
・外に手、足洗い
・こどもが着替えできる
・おむつ替え
・安全でキレイなバリアフリートイレ
・デザイン委員会との協議が必要

スロープ
（既存）

②砂場 すなば

①親水エリア
みずあそびエリア

・既存と同様の擬木柵、公園周囲は既存の
柵を活用

しろもち自販機
メンテナンス等での
車両侵入口（既存）

藤棚・ベンチ
歴史展示

⑥犬走り
いぬばしり

スロープまたは
段差なし

④歴史・学習エリア
れきし・がくしゅう

傾斜

＜屋根とベンチ＞
・遊びの見守り、休憩の
できる屋根とベンチ
・屋根上にミストを配置

＜屋根とベンチ＞
・石垣の景観を楽しむ、遊びの見守り、
休憩のできる屋根とベンチ
・屋根上にミストを配置

スロープまたは
段差なし

しゃべる
高虎自販機

③ピクニックエリア

⑤藤棚 ふじだな

広場（ひろば）サイズ
約110m×30ｍ

※下線部は今後検討していく内容

【お城公園】事業推進会議でとりまとめた整備イメージ

📹

監視カメラ

お城（石垣）の景色を活かした遊び場づくり
ーこどもも大人もみんなが楽しめる広場へー

１６

２

５ ４

３

:サクラ
※樹木医の診断を
経て保存



令和７年度 令和
８年度

令和
９年度

令和
１０年度９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

南
東
広
場

事
業
推
進
会
議

基
本
設
計
等

北
西
・北
東
・

中
央
広
場

お城公園こども遊び場 整備スケジュール

整備イメージ、事業推進会議の意見を踏まえ基本設計
～3/13

市
へ
整
備
イ
メ
ー
ジ
を

提
出

9/15
遊び場への地域の関わり方・活用方法について検討

旧社会福祉センター解体工事

整備
工事

基本設計

実施設計

整備
工事

～1/19

基本設計、実施設計に係る意見調整

実施設計



こども会議の参加者

・津市内に住んでいる小学生（5、6年）、中学生、高校生年代の
こどもたち

会議の内容

こども会議

令和７年度は、 「幸せに暮らせるまちってどんなまち？」を
テーマとして、年代をミックスした２グループに分かれて話し合い
ました。









総合会議の参加者

・小学生から高校生年代までのこども
・短大生や大学生などの学生や子育てをしていない若者
・高校生までのこどもがいる子育て当事者

会議の内容

総合会議

「こどもまんなか社会を実現するために」をテーマに第１回会議で
話し合い、出た意見を基に、第２回会議ではテーマを「こどもたちが
自分の意見や考えを話しやすい場所・仕組みについて」とし、こども
の年代別で３グループに分かれて話し合いました。



シロモチくんチーム
（小学生）

●話すのが苦手な人の話す
機会を作る

→「意見箱の設置」

●意見を言う機会をつくる

→「空き教室でいろいろな
学年の子たちと自由に雑談
や遊びができる（昼休みや
20分休憩などを活用）」

＜選出した優先する項目＞



みすぎんチーム
（中学生）

●大人と話す機会をつくる

→「こども会議のような場
を継続（このような場が子ど
ものためにも地域のためにも
なる）」

＜選出した優先する項目＞



ツッキーチーム
（高校生）

＜選出した優先する項目＞

●こども同士の交流の場●

「中学校区で各小学校の交流の場を
作る」
「生徒会長同士が意見交換できる場
がほしい」

「こども同士が関わる機会」
「中高生が小学生に何かを教える」

●津市と話し合う機会●

「各小中学校の児童会、生徒会と市
側との意見交換の場を作る（年間を
通して少しずつ実施。市職員が各学
校を回っていくなど」
「こどもが発言できる場」

●こどもと大人が話し合う機会●

「各PTAとこどもたちのしゃべり場を
作る」

「様々な年代の人との交流」

⇒納得感のあるフィードバック



各会議の様子や会議の結果などは
津市ホームページに掲載しています。

津市ホームページ「津市こどもまんなか社会実現会議について」
URL：
https://www.info.city.tsu.mie.jp/shisei/gyouzaiseikaika
ku/1009903/1005695/1002674/1002675.html


